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すべてを感謝し、新たな50年へ
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2015年7月13日 例会報告
点　鐘
ロータリーソング 　　　　　　　『手に手つないで』
ゲストスピーカー　 　　　　　　　　　　　　    0名
ゲスト及びビジター　　　　　　 　　　　　　    0名
会員出席状況  　　 　　  50名中37名(出席率74.00%)
前々回訂正出席率   　　　　　　　　　 　　　100%

 2015/7/13(月)
「 五大奉仕委員長就任挨拶① 」

細谷クラブ奉仕委員長・青木職業奉仕委員長

- 来月8月の受付当番 -

2015.    7.  27　　第2310回例会

○細谷さん、青木さん、卓話よろしくお願い致
　します。

会田　博君・篠田秀樹君・兒玉正行君
佐野一信君・石川　勲君・鈴木竹敏君
若井一郎君・宮﨑浩一君・奈良康司君
伊藤健一君・山田　昇君・上條隆志君
中田邦彦君・出店要蔵君・山岸文男君
水谷　彬君・齊藤栄一君・渡辺孝至君

鯨岡俊司君・中村浩紹君
○本日はよろしくお願い致します。    細谷貞治君
○職業奉仕委員長を拝命致しました。本年一年、
　よろしくお願いします。　　　　  青木桂三君
○新入会員です。よろしくお願いします。

重田敦史君
○今年もよろしくお願いします。

鈴木良戈君・池永憲明君
○お祝いを頂いて。

相野　隆君・山﨑富士夫君

小計￥87,000.-　累計￥215,000.-

本日の卓話

次回の卓話

伊藤(裕)君/今井君/宇都宮君/江波戸君/上條君

「　五大奉仕委員長就任挨拶②　」

上 條  隆 志  社  会 奉仕委員長
中 田  邦 彦  国  際 奉仕委員長
江波戸健治  青少年奉仕委員長

「 会員増強月間にちなんで 」

奈良 康司 会員増強委員長
今井 邦彦 地区クラブ奉仕副委員長



社会奉仕委員長就任にあたって

上條  隆志  社会奉仕委員長　
　我がクラブはチャーターメンバーから始まる
「高潔な理念とリーダーシップ」を基に数多くの
歴代会員が努力して奉仕活動を実践し歴史を積み
重ねて来ました。歴史は、クラブの財産となり、
目まぐるしく変化し、厳しい経済状況の中、50
年の年月を経た現在でも安定した会員数と堅実な
クラブ運営を維持し各委員会に十分な予算を配分
して、ロータリークラブ本来の奉仕活動が可能と
なっています。50年の堅実運営の根幹。歴代の
奉仕活動を通して一貫して見えるものは、やはり
初代会長の提唱された理念「ロータリーは親睦か
ら、親睦は出席から」に裏付けされた所が大きい
と考えます。「まず例会に出席し、任された委員
会活動に参加し、その活動を通して親睦を深め理
解と友情を育くむ」そして「共に有益な奉仕をし
よう」ということだと理解します。
　現在、ロータリーの活動範囲は多岐に渡り、ま
た、細分化されています。あらゆる災害、社会問
題が次々と起り RI からも地区からも、次々と支
援要請のメールが届きます。「超我の奉仕」の実
践の機会は山の様に提示されています。その一つ
一つ、全てに対応していてはクラブの貴重な予算
もアッと言う間に分散し、地域の一クラブにとっ
て、独自性のある奉仕活動まで行き着くことは出
来ません。
　私にとりましては、今回二度目の社会奉仕担当
となります。前回、初めて担当した当初、一体何
から手をつけたら良いものかと悩んでいた時に先
輩からアドバイスを頂きました。「何でもいい。
この一年間で一つだけの奉仕活動。地元地域に
向ってクラブでまとまって何か、良いことをしよ
うよ」益々悩みましたが、結果何とか会員の皆様
と共に一つの成果を獲得することが出来ました。
　「一点選択と集中」「地元地域に向って外に飛び
出す」「会員全員参加」をキーワードに東京城東
クラブならではの奉仕活動を会員の皆様と共に考
え見つけて行きたいと存じます。宜しくご理解と
ご協力を頂けます様お願い致します。

国際奉仕委員長就任にあたって

中田  邦彦  国際奉仕委員長　
　「奉仕の第４部門である国際奉仕は、書物など
を読むことや通信を通じて、さらには他国の人々
を助けることを目的としたクラブのあらゆる活動
やプロジェクトに協力することを通じて、他国の
人々とその文化や習慣、功績、願い、問題に対す
る認識を培うことによって、国際理解、親善、平
和を推進するために、会員が行う活動から成るも
のです」と書かれています。
　そのために行われる奉仕活動には、飢餓や貧困
対策、災害支援、疫病予防、識字率向上など、他
にも多く存在します。
　しかし、それぞれの奉仕活動を具体的に考える
と、活動が大き過ぎて個人や単一クラブで取り組
むには大変難しいことです。
　従って、RI や地区国際奉仕委員会の方針に沿っ
た活動と、ロータリー財団、米山奨学会、世界社
会奉仕との連携と協力が重要になると考えていま
す。
　また、会田会長の活動方針「すべてを感謝し、
新たな５０年へ」を受けて、国際奉仕の原点を再
認識し、新たな５０年へ向けた国際奉仕の在り方
を考えて行きたいと思っています。
　いずれにしても、国際奉仕を積極的に活動する
ためには、ご理解とご協力と寄付を頂かなければ
ならないのが実態です。
　今年度 RI のテーマ『世界へのプレゼントにな
ろう』とは、鈴木ガバナーによれば、「その主旨は、
ロータリアンが持っているモノで苦しんでいる
人々の苦しみを和らげ、何かをしてあげよう。言
葉だけでなく、実際に何かをしてあげよう。社会
から享受するだけでなく、社会に貢献しよう」と
書かれています。
　国際奉仕委員長として、職業人として、国際奉
仕にどのような貢献ができるかを深く考え、皆様
とともに国際奉仕に貢献できるような活動を目指
して行きたいと思っていますので、ご理解とご支
援をよろしくお願い致します。



青少年奉仕委員長就任にあたって

江波戸  健治  青少年奉仕委員長　
　今年度、青少年奉仕委員長を仰せつかりました
江波戸でございます。
　平成 25年 1月 8日に入会後、2年 6ヶ月が過
ぎました。私に取ってとても有意義な月日になり
ました。入会 1年目は、特に推薦者の鯨岡さん、
佐野さん、渡辺さんと、当時の会長・幹事である
中田さん、須田さんに例会の度、声を掛けて頂き
とても感謝しております。前年度は、会報委員長
を務めましたが、会員の皆様のご協力により、恙
無く務めることが出来ました。
　青少年奉仕の一環として毎年行っている地域の
少年柔剣道大会、わんぱく相撲の協賛・後援活動
を今年度も行います。青少年の健全な成長と育成
につながれば幸いです。
　また、ロータリークラブがどんな活動を行って
いるのか知ってもらうことも大切です。
　社会奉仕委員会の皆様とも連携し、充実した 1
年になる様、活動してまいります。
　会員、皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げ
ます。
「インターアクトとは」
インターアクトは、14歳から 18歳までの青少
年のための奉仕クラブです。インターアクト・ク
ラブは、支援や指導を与えるロータリー・クラブ
によって後援されます。
　インターアクトには、世界中の 11,000 以上の
クラブに所属する 250,000 人以上の青少年会員
がいます。インターアクトは、ロータリーで急速
に発展しているプログラムの一つです。
　インターアクト・クラブは、運営面でも資金面
でも自立し、学校あるいは地域社会を基盤として
結成されています。
インターアクトという名称は、「インターナショ
ナル」（国際的）と「アクション」（行動）という
2つの語が複合されてできた名称です。インター
アクト・クラブは、120 以上の国や地域に存在し、
真の意味で国際的な現象となっています。

「ローターアクトとは」
　ローターアクトは、地元や海外での奉仕活動に
関心がある、18歳から 30歳までの青年男女の
ためのクラブです。世界には 8,000 を超えるロー
ターアクト・クラブがあり、その会員（ローター
アクター）は 184,000 人に上ります。大学また
は地域社会を基盤とするローターアクト・クラブ
は、地元のロータリー・クラブによって提唱され、
指針とサポートを受けますが、それぞれ自立して
運営され、資金面でも独立しています。ローター
アクト・クラブとロータリー・クラブは、「奉仕
のパートナー」として、ロータリー・ファミリー
の重要な一員となっています。

「第１４回ロータリー全国囲碁大会」
のご案内

　私ども、囲碁好きのロータリアンで結成する
ロータリー囲碁同好会（ＧＰＦＲ）日本支部は、
以下の要領で「第１４回ロータリー全国囲碁大
会」を開催いたします。碁盤を通じて交流を図
る会ですので、クラブ内の皆様に大会参加を呼
びかけて頂きますようご案内をお願い申し上げ
ます。
　大会は上級者（五段以上）、中級者（三段～
四段）、初級者（二段以下）の 3クラス制の早
碁戦です。個人戦のほか、2人の成績によるク
ラブ対抗戦も行います。初心者、会員ご家族の
参加も歓迎いたします。
　大会参加はメークアップ（国際奉仕活動）に
なります。

　日　時　2015 年 10 月 3日（土）
　　　　　9：30登録受付　10：00開会式
　　　　　16：00表彰式
　会　場　日本棋院会館本院（東京・市ヶ谷）
　　　　　１階対局場
　主　催　ロータリー囲碁同好会日本支部
　共　催　第 2580、2750 両地区（都内２地区）
　ホスト　東京ロータリークラブ
　登録料　7,000 円（昼食代、賞品等含む）

　大会参加のお申し込みは、氏名、地区、クラ
ブ名、年齢（女性は不要）、級段位を明記して、
所属ロータリークラブを通じて、ご連絡下さい。



　このような現状を変えようと、ワルシャワシティ
ＲＣ、ベルリン・ルフトブリュッケＲＣ（ドイツ）、
ミラノ・ノルトＲＣ（イタリア）の会員が 45,000 ド
ルのグローバル補助金を利用し、地方にある 10の
町や村の貧しい子ども約 1,200 人に、課外活動セン
ターで英語や他の外国語を教えています。
　この活動を通じて 11の課外活動センターを支援
し、パソコンやホワイトボード、プロジェクター、
マルチメディア機器、教材などを寄贈。それまで 3
年間にわたりロータリー財団の旧補助金で支援して
きた 12のセンターと含めると、合計で 23のセン
ターを支援してきたことになります。これらのセン
ターでは、地元ロータリー会員が監督係としてボラ
ンティア活動もしています。
　以前、センターには机と椅子しかなく、放課後も
閑散としていました。しかし、パソコンや参加型授
業、熱心な講師たちのおかげで、今では多くの生徒
たちが集まるようになりました。
「英語だけでなく、読み書きやパソコンのスキルも
教えています。放課後に安全に過ごせる場所ができ
たことで、毎日の生活だけでなく、将来にもきっと
良い影響があるはずです」
　ベルリン・ルフトブリュッケＲＣ会員、ゲルハル
ト・エルンストさんによると、1979 年のクラブ設
立以来、会員たちは恵まれない家庭の子どもたちの
支援に力を注いできました。ポーランドでの取り組
みはクラブが一番誇りとする活動であり、自国ドイ
ツに移住した大勢のシリア難民やレバノン難民のた
めに同様の活動を行いたいとエルンストさんは話し
ます。去る 3月、センターの一つを訪れたワルシャ
ワシティ・クラブの会員たちは、ちょうど行われて
いた英語の授業を見学しました。「楽しそうに参加
する子どもたちを見て、思わず涙が出た」とウィツォ
レックさん。「彼らは、貧困と苦境から抜け出すこ
とを夢見ています。その夢を叶えるために、できる
限りのことをしてあげたいと思います」

▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽▼▽
ＲＩニュース：2015.6.15

▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△

未来を切りひらく課外授業
　1990 年代初めのソ連崩壊までロシア語が第一外
国語だったポーランドでは、それまで大半の人が英
語を話せませんでした。しかし、1991 年に同国政
府が教育改革を実施、英語が第一外国語として採用
されて以来、国民の英語力は飛躍的に高まり、
2013 年にポーランドは世界 8位の英語力を誇るよ
うになりました。
　その一方で、この教育改革は資金や英語教師が不
足する地方の学校には十分に及んでいません。「都
市部の学校や私立学校と比べると、地方の公立学校
の予算は非常に限られている」と話すのは、ワルシャ
ワシティ・ロータリークラブ会員、アンナ・ウィツォ
レックさんです。ウィツォレックさんは、ポーラン
ドの小学 1～3年生の英語カリキュラム作成に携
わった経験もあります。
「地方の教師は給料レベルが低く、十分な研修を受
けていません。このため、英語力という点で都市部
の生徒たちと大きな格差があります」

グローバル社会で必要とされる英語力
　地方の学校に通う生徒たちは「現代の世界経済と
労働市場から取り残されてしまう」と話すウィツォ
レックさん。社会的疎外の原因として、英語力の欠
如を挙げます。
「設備の整った都会の学校と比べ、地方の生徒はコ
ミュニケーション力と自信に欠けています。一般的
な教育の遅れもそうですが、若年期に英語教育が受
けられないがために、社会に出てからハンディを負
うことになるのです」
　Education First（EF）が 2013 年に全世界で行っ
た研究によると、英語力が高い国は経済力が強く、
一人あたりの国民所得と生活の質が高いことが分
かっています。また、社内共通語として英語を義務
づける多国籍企業も年々増えています。世界のビジ
ネスの主要言語は英語であるため、グローバル社会
における成功には、高水準の教育と政策に加え、英
語力が必要不可欠であるとこの研究は結論づけてい
ます。

放課後に安全に過ごせる場所を
　さらに、地方では多くの親が失業やアルコール中
毒の問題を抱えており、その結果、子どもたちが非
行や犯罪に走るケースが少なくありません。


